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プレスリリース 

 

2026年9月14日 

公益財団法人 日本生産性本部 
サービス産業生産性協議会（SPRING） 

 

第6回「日本サービス大賞」（内閣総理大臣表彰）応募受付開始 

〜地域・規模・業種を問わず「革新的な優れたサービス」を募集！ 

過去にはスタートアップや地方企業も多数受賞〜 

【応募受付：〜10月29日（木）／個別相談会：〜10月23日（金）】 
 

サービス産業の生産性向上により日本経済の持続的成長をめざす日本生産性本部 サービス産

業生産性協議会（SPRING）は、9月14日（月）より、第6回「日本サービス大賞」（内閣総理

大臣表彰）の応募受付を開始しました。受賞企業の発表・表彰は2027年冬を予定しています。 

本賞は、地域・規模・業種を問わず、国内のすべての民間サービスを対象に、サービスの高

度化と産業の発展を先導する「革新的な優れたサービス」を幅広く表彰するものです。これま

で全5回で計142件の優れたサービスが受賞しました。 

第6回となる今回も、大企業、中堅・中小企業、スタートアップや地方企業などから、社会

課題の解決や新たな価値創造に取り組む幅広いサービスを対象に、広く応募を受け付けます。 

報道関係の皆さまにおかれましては、応募受付開始および個別相談会の告知について、ご検

討のほどよろしくお願いいたします。 

 

【第6回「日本サービス大賞」概要】 

応募対象者：  サービスを提供している全ての事業者 

 （一次産業、二次産業を含む、 

  行政サービスを除く） 

賞の種類：  内閣総理大臣賞、経済産業大臣賞、 

 （予定）  総務大臣賞、厚生労働大臣賞、 

  農林水産大臣賞、国土交通大臣賞、 

  地方創生大臣賞、 

  優秀賞、審査員特別賞 

  ※各賞は該当なしの場合もあります 

スケジュール：応募受付期間 2026年9月14日（月） 

 （予定）      〜10月29日（木） 

  書類一次審査 2026年11月～12月 

  書類二次審査 2026年12月～2027年4月 

  現地審査   2027年4月～ 

  発表・表彰      2027年冬 

ホームページ：https://service-award.jp/ 

応募方法：  所定の応募フォーマットに必要事項を記入の上、HP より提出 

応募費用：  応募および審査に費用はかかりません 

主催：  公益財団法人日本生産性本部 サービス産業生産性協議会（SPRING） 

第5回表彰式の様子 

https://service-award.jp/
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■応募にあたっての相談を受け付ける「個別相談会（無料）」を開催 

「自社のサービスが対象になるか分からない」「申請書類の書き方にアドバイスがほしい」とい

った個別の疑問に対応するため、オンライン形式の個別相談会（無料）を実施します。 

日時：9月2日（水）～ 10月23日（金） 

 毎週水曜、木曜、金曜（祝日除く）各日10:00～17:00 

形式：オンライン（事前予約制・無料） 

内容：応募書類の記述方法や応募にあたっての個別相談 

詳細・申込 URL：https://www.jpc-net.jp/seminar/detail/008152.html 

 

■過去受賞事例 

【第5回 内閣総理大臣賞】 

サービス名：訪日観光ナビゲーションアプリ 

     「Japan Travel by NAVITIME」 

事 業 者 名：株式会社ナビタイムジャパン 

     （東京都／従業員数：約450名） 

概 要：多言語対応の移動支援プラットフォームにより、インバ 

ウンド旅客の円滑な移動と地方誘客・消費拡大を推進。

観光立国の実現に寄与する革新的なサービスとして高く

評価されました。 

 

 

【第5回 国土交通大臣賞】 

サービス名：地域の駐車場不足と交通渋滞を解消する、 

     駐車場シェアサービス「アキッパ」 

事 業 者 名：akippa 株式会社 

     （大阪府／従業員数：約81名） 

概 要：個人宅等の空き駐車場をアプリで事前予約できるシェア 

リングサービス。設備投資不要で遊休地を活用し、イベ

ント時の渋滞や駐車場不足を解消。多様な関係者にメリ

ットを生む“五方よし”の価値共創モデルとして高く評価

されました。 

 

【第5回 優秀賞・審査委員特別賞】 

サービス名：地域と子育て家族をつなぐ、 

     こども主役の暮らし体験「保育園留学」 

事 業 者 名：株式会社キッチハイク 

     （北海道／従業員数：約33名） 

概 要：地域と都市部の子育て家族をつなぎ、子どもが地域の保 

育園に通いながら家族で滞在できる体験型サービス。都

市部での育児の悩み解消と過疎地域の課題解決を両立す

る、北海道厚沢部町発の優れた地方創生モデルとして高

く評価されました。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

【本件に関するお問い合わせ先】 

公益財団法人日本生産性本部 サービス産業生産性協議会 「日本サービス大賞」事務局 

〒102-8643 東京都千代田区平河町2-13-12 URL：https://service-award.jp 

E-mail：service-award@jpc-net.jp TEL：03-3511-4010 FAX：03-3511-4019 

高市早苗 内閣総理大臣（左）、 

大西啓介 ナビタイムジャパン代表（右） 

金谷元気 akippa代表（左）、 

金子恭之 国土交通大臣（中央左） 

山本雅也 キッチハイク代表（左端）、 

村上輝康 第5回日本サービス大賞委員会委員長（中央） 

https://www.jpc-net.jp/seminar/detail/008152.html
https://service-award.jp/
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